
日
本
共
産
党
港
区
議
員
団

と
港
地
区
委
員
会
は
十
月
十

三
日
、
「
二
〇
〇
七
年
度
当

初
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」

を
港
区
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

同
「
要
望
書
」
は
、
区
内
の

個
人
、
各
団
体
か
ら
の
要
望

を
ま
と
め
、
十
五
の
柱
、
全

百
九
十
項
目
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。

区
議
団
と

地
区
委
員
会

は
「
要
望
書
」

の
提
出
に
際

し
、
保
育
園

待
機
児
童
解

消
、
「
ち
ぃ

ば
す
」
路
線

の
拡
大
、
建

築
物
超
高
層

化
の
見
直
し
、

駐
輪
場
の
増

設
な
ど
口
頭

で
切
実
な
区

民
要
望
の
実

現
を
区
長
に

申
し
入
れ
ま
し
た
。

党
か
ら
は
、
金
子
孝
重
地

区
委
員
長
と
大
滝
実
副
委
員

長
・
く
ら
し
の
相
談
室
長
が

同
席
し
ま
し
た
。
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裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1２９

第
三
回
定
例
区
議
会
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
は
〇

五
年
度
決
算
審
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
風
見
区
議
を
は
じ
め
日
本
共
産
党
の
六
名
の
議
員
は
、

自
民
・
公
明
政
権
に
よ
る
高
齢
者
へ
の
大
重
税
か
ら
区
民
生
活
を
守
る
立
場
で
、
要
求
の
実
現

の
た
め
に
質
問
、
条
例
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
第
三
回
定
例
区
議
会
の
主
な
内
容
、
質
問
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

「
二
〇
〇
七
年
度
当
初
予
算

に
対
す
る
要
望
書
」
を
提
出

党
区
議
団
は
、
街
灯
な
ど

へ
の
補
助
金
を
増
や
す
た
め
、

「
町
会
・
商
店
会
の
街
路
灯

補
助
金
増
額
条
例
」
を
準
備

し
、
各
会
派
に
共
同
提
案
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
会
派
か
ら
「
検
討
に

値
す
る
」
と
の
話
が
あ
り
、

「
要
綱
を
改
正
し
て
実
施
す

る
こ
と
も
で
き
る
」
と
協
議

が
ま
と
ま
り
、
十
月
五
日
区

長
に
、
共
産
、
自
民
、
公
明
、

民
社
ク
の
区
議
会
主
要
四
会

派
が
一
緒
に
実
施
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

区
長
は
「
（
町
会
・
商
店

会
の
）
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
に
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
確
実
な
実
施

に
向
け
て
奮
闘
す
る
と
と
も

に
、
町
会
補
助
金
の
増
額
に

つ
い
て
も
要
求
し
て
い
き
ま

す
。

十
月
五
日
、
共
産
党
六
名

の
議
員
は
、
区
立
中
学
校
の

生
徒
の
修
学
旅
行
費
用
を
五

万
円
補
助
す
る
内
容
の
条
例

を
提
出
し
ま
し
た
。

都
教
育
委
員
会
の
調
べ
で
、

修
学
旅
行
不
参
加
の
生
徒
の

二
十
三
％
が
経
済
的
理
由
を

あ
げ
で
い
た
と
の
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

長
引
く
不
況
、
収
入
は
減

る
一
方
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
雇

用
不
安
が
増
大
す
る
中
で
、

高
額
な
修
学
旅
行
費
用
は
、

支
度
や
旅
行
先
で
の
交
通
費

な
ど
を
含
め
重
い
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
護
者
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
、
す
べ
て
の
生
徒

が
修
学
旅
行
に
参
加
で
き
、

充
実
し
た
楽
し
い
学
校
生
活

が
お
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
提

案
し
ま
し
た
。

今
後
、
区
民
文
教
委
員
会

で
審
議
さ
れ
ま
す
。

修
学
旅
行
費
用
の
助
成
条
例
を
提
案

商
店
会
・
町
会
の
街
灯
へ
の
補
助
金
増
額
を

党
区
議
団
が
条
例
提
案
を
準
備
し
各
会
派
に
呼
び
か
け

九
月
三
十
日
、
青
山
小
学

校
の
秋
季
大
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
柔
ら
か
な
秋
の

日
差
し
の
下
、
未
就
学
の
こ

ど
も
達
の
か
わ
い
ら
し
い
種

目
か
ら
、
低
学
年
の
一
生
懸

命
の
演
技
、
高
学
年
の
力
強

く
た
く
ま
し
い
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

応
援
席
か
ら
は
、
こ
ど
も

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
へ
の
力
強

い
声
援
、
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
決
算
委
員
会

で
、
昨
年
の
決
算
委
員
会
に

続
い
て
、
消
防
団
員
の
出
動

費
の
引
上
げ
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
生
業
の
か
た

わ
ら
、
火
災
、
災
害
な
ど
か

ら
区
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
一
晩
中
出
動
し
て

も
出
動
費
は
一
回
に
つ
き
二

千
五
百
円
し
か
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
二
十
三
年
間
改
正
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

余
り
に
も
低
す
ぎ
る
こ
と

か
ら
、
東
京
消
防
庁
に
引
上

げ
の
要
求
を
す
る
よ
う
質
問

し
ま
し
た
。
区
は
、
「
二
十

数
年
間
、
出
動
手
当
額
を
改

正
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
地
域
の
防
火
防
災
の

た
め
に
日
夜
を
問
わ
ず
活
躍

し
て
い
る
消
防
団
員
の
ご
苦

労
に
報
い
る
た
め
に
も
、
処

遇
の
改
善
は
必
要
。
東
京
都

の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、

適
切
に
対
応
す
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

消
防
団
員
の
出
動
手
当
の
引
上
げ
を

青
山
小
学
校
で
運
動
会

区長に申し入れる、党港区議員団と同地区委員会



医
療
制
度
改
悪
に
伴
っ
て

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
悪

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
党

区
議
団
は
反
対
。
自
民
・
公

明
・
民
主
ク
・
区
民
ク
・
勇

気
の
会
・
か
が
や
き
等
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
案
は
、
七
十
歳
～
七

十
四
歳
の
人
の
患
者
負
担
を

一
割
か
ら
二
割
に
。
（
二
〇

〇
八
年
四
月
実
施
）
さ
ら
に
、

七
十
歳
以
上
で
「
現
役
並
み
」

所
得
（
現
役
「
並
み
」
の
基

準
が
引
下
げ
ら
れ
夫
婦
世
帯

で
五
百
二
十
万
円
以
上
）
の

場
合
、
患
者
負
担
を
二
割
か

ら
三
割
に
、
ま
た
、
長
期
療

養
が
必
要
で
療
養
病
床
に
入

院
す
る
人
の
食
費
を
値
上
げ

し
、
居
住
費
を
負
担
さ
せ
ま

す
（
十
月
実
施
）
。
四
年
連

続
の
国
保
料
の
引
き
上
げ
に

つ
づ
く
改
悪
で
す
。

高
齢
者
は
医
療
費
負
担
の

増
加
に
、
「
死
ね
と
い
う
の

か
」
、
こ
れ
で
は
「
う
ば
捨

山
だ
」
、
新
聞
に
は
怒
り
の

投
書
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

具
合
が
悪
く
な
っ
て
も
懐

具
合
を
心
配
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
な

い
基
本
で
あ
る
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
逆
行
す
る
も
の

で
す
。

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、

七
月
末
日
現
在
三
四
一
名
で

す
。
と
こ
ろ
が
今
後
の
計
画

は
、
平
成
二
〇
年
度
開
設
予

定
の
南
麻
布
二
〇
〇
床
の
み

で
す
。
党
区
議
団
は
、
「
待

機
者
解
消
の
た
め
に
早
急
に

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
計
画
を

…
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
区

は
、
「
民
間
も
含
め
特
養
以

外
の
介
護
付
き
の
施
設
等
の

整
備
が
進
む
こ
と
も
考
慮
。

二
〇
年
度
策
定
予
定
の
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
で
検
討

す
る
」
と
無
責
任
な
答
弁
で

す
。

多
く
の
区
民
と
共
産
党
の

運
動
で
、
一
昨
年
の
十
月
か

ら
二
路
線
の
「
ち
ぃ
ば
す
」

の
運
行
が
は
じ
ま
り
、
沿
線

の
住
民
か
ら
大
歓
迎
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
交
通
不
便

地
域
か
ら
引
き
続
き
区
議
会

に
請
願
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

風
見
区
議
は
決
算
委
委
員
会

で
、
「
青
山
・
西
麻
布
地
域
」

な
ど
請
願
が
採
択
さ
れ
た
地

域
に
「
ち
ぃ
ば
す
」
の
運
行

を
早
急
に
具
体
化
す
る
よ
う

質
問
し
ま
し
た
。
担
当
課
長

は
、
「
九
月
に
地
域
交
通
の

あ
り
方
検
討
会
を
設
置
し
た
。

ち
ぃ
ば
す
の
運
行
に
よ
る
成

果
と
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、

区
役
所
・
支
所
改
革
、
教
育
、

観
光
、
福
祉
な
ど
の
視
点
や
、

行
政
が
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
公
平
性
、
効
率
性
、

採
算
性
等
を
考
慮
し
、
今
後

区
と
し
て
の
地
域
交
通
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
」
と

答
え
ま
し
た
。

風
見
区
議
は
、
議
会
で
の

請
願
採
択
の
状
況
を
委
員
に

し
っ
か
り
と
伝
え
、
早
急
に

運
行
の
結
論
が
出
る
よ
う
に

要
求
し
ま
し
た
。
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庶民いじめの大増税反対・憲法９条改悪反対・の声をあげましょう。

〔主な医療制度改悪の内容〕

◆自己負担…１割→２割 ２割→３割。（税制改悪で１割→３割になる人も）

◆療養病床への入院…食費と居住費分（２万４千円→５万２千円）低所得者

は軽減あり。

◆自己負担限度額の引上げ（一般所得）

…外来・１万２千円→２万４千６百円

…入院・４万２百円→６万２千１百円

◆療養病床…３８万床→１５万床に削減（医療保険適用型２５万床→１５万

床、介護保険適用型１３万床→全廃）

◆７５歳以上の人たち…新たな後期高齢者医療制度の創設に強制加入で、新

たに保険料を徴収することになる。…年金から天引きを計画している。

◆後期高齢者医療制度を運営するのが東京都広域連合組合になり、区民の代

表である区議会で審議するのでなく、広域連合の議会で保険料の引上げや

給付などが決められてしまいます。

南
麻
布
の
二
百
床
が
完
成
し
て
も
足
り
な
い

介
護
保
険
制
度
の
改
悪
で
、

十
月
以
降
、
要
介
護
一
以
下

の
方
は
介
護
ベ
ッ
ド
が
使
え

な
く
な
り
ま
す
。
党
区
議
団

は
、
引
き
続
き
利
用
で
き
る

よ
う
、
区
が
支
援
を
行
う
よ

う
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
区
独
自
に
「
自
立
支

援
型
ベ
ッ
ド
」
を
レ
ン
タ
ル

す
る
こ
と
を
決
め
、
す
で
に

多
く
の
方
の
交
換
作
業
も
行

わ
れ
、
ベ
ッ
ド
が
引
き
続
き

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
「
よ

か
っ
た
」
と
の
喜
び
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
自
立
支

援
型
ベ
ッ
ド
」
は
、
三
月
ま

で
介
護
ベ
ッ
ド
を
使
用
し
て

い
た
方
に
限
定
し
て
い
る
た

め
、
四
月
以
降
要
介
護
認
定

を
受
け
、
要
介
護
一
以
下
の

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
ベ
ッ
ド
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
一
人
で
ト
イ
レ
に
起

き
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
立
を
促
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
四
月
以
降
の
要
介
護
認

定
者
も
当
然
対
象
に
す
べ
き

で
す
が
、
区
は
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
引
き
続
き
実
現
す

る
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

自
立
支
援
型
ベ
ッ
ド
に
助
成

四
月
以
降
認
定
の
方
も
対
象
に
し
て

国保またまた改悪

医療制度の改悪…あまりにもひどい高齢者いじめ

ち
ぃ
ば
す
の
運
行
路
線
の
拡
大
を

交
通
不
便
地
域
で
は
ま
っ
た
な
し
の
課
題

南麻布に建設される２００床の特養ホーム

十
月
以
降
も
ベ
ッ
ド
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

区
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
手
に
。


